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市民大学講座
・
＝
櫓

これでいいのか？こどもの教育

　教育とは、「動物」のようにして生まれてきたこどもを「人間」
に育て上げる過程ではなかったでしょうか。ところが実際は進学や

テストのための教育に主力が注がれ、こどもは学校でも家庭でも
「勉強」「勉強」で追いまくられています。いったい、こどもの教育は

どうあるべきなのでしょうか。家庭、地域、社会の中でみつめ直し

てみたいと思います。さそいあっておいでください。

1
8月19日

働
戦後教育の功罪を間う

国立社会教育研究所

俵　谷　正　樹

2
8月24日

㈱
地域社会に教育力はあるか

東京学芸大学

小　林　文　人

3 未　　定
パネルディスカッション

父親の権威とは何か （交渉中）

4
9月9日

㈹
受験戦争はなくなるか

新潟大学

榊　田　久　雄

　　●時間　夜7時～9時　　　●場所　十日町市公民館（本館）

※申し込み　①希望者は申込書で公民館本館または地区館に申し込んでください。

　　　　　　②電話申し込みでもけっこうです。

　　　　　　③お問い合わせは公民館本館（市内学校町費7－5011）までお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昌器　”　　謡籠

事
業
名

期
日

受
　
付

時
　
間

会
場

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
　
考

育
児
相
談

8
月

n
日

㈲

午
　
後

1
時
半

～
2
時

十
日
町
．

公
民
館

52

年
2
月

～
　
　
3
　
月

生
れ
の
者

十
日
町
・
六
箇

川
治
・
大
井
田

新
座
地
区

身
体
測
定

保
育
に
つ
い
て

の
　
相
　
　
談

育
児
相
談

　
並
び
に

四
ヵ
月
児
検
診

8
月

12

日
㈹

午
　
後

－
寺
～

　
日

1
時
半

十
日
町

公
民
館

52

年
4
月

生
れ
の
者

全
　
　
域

身
体
測
定

内
科
検
診

育
児
学
級

3
　
歳
　
児

検
　
　
　
診

8
月

18
日

㈹

午
　
後

1
時
～

2
時
半

十
日
町

公
民
館

49

年
2
月

生
れ
の
者

全
　
　
域

3
歳
6
カ
月
児
を

対
象
に
実
施
し
ま

す
。
個
入
通
知
が

な
く
て
も
、
該
当

月
の
方
は
お
い
で

く
だ
さ
い
。

伽輔。・影幽虜。・翻幽幽幽ゆゆ幽㊥幽壕㊥

　　滋癒億康

　　　　　　早期発見米早期治療
　十日町市では、精神障害者が408人お『）ます。

　早期に治療し、回復された方も大勢お｝）ます。

又、社会復帰しようと、治療をしながらグルー

プ活動を通して頑張っている方もおります。地

域の理解があってこそ回復は早められます。

人間だれしも心のモヤモヤをもっているもので

す。強度のノイローゼなどにならないうちに専

門家の相談又は専門医の相談を受けるようにし

会
を
解
れ
度
相
九
　
も
衛
連
町
幡

　
　
　
　
　
　
　
　
よ
事
と

　
　
　
　
　
　
家
し
仕

　
　
域
人
す
門
ま

仕事、休息、運動、遊びのバランスをよくと

ることも予防につなが1）ます。

臓欝艦1二∵）

幽幽幽㊥ゆゆ趨。・観一翻幽ゆ㊥ゆ。影ゆゆ

　

○
－

・
・
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

－
○

　ゆ躍
盈お』厚言β3

8／25
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編集発行／十日町市役所（電話㈹7－3111）毎目25日（1部6円）

　
み
な
さ
ん
、
日
ご
ろ
「
国
民
年
金

の
こ
ん
な
こ
と
を
知
り
た
い
」
と
思

わ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
・

か
。
し
か
し
、
そ
ん
な
気
持
ち
が
あ

っ
て
も
「
市
役
所
が
遠
く
て
」
と
か
、

「
仕
事
に
追
わ
れ
て
」
な
ど
の
理
由
・

で
、
つ
い
つ
い
そ
の
ま
ま
に
し
て
し

ま
う
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
こ
ん
な
と
き
、
身
近
な
相
談
相
手

と
し
て
国
民
年
金
委
員
さ
ん
を
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
委
員
と
は
、
県
知
事
の

委
嘱
を
う
け
’
＼
国
民
年
金
の
手
続

き
や
保
険
料
の
集
金
、
相
談
な
ど
の

仕
事
を
す
る
人
で
、
み
な
さ
ん
と
市

役
所
を
つ
な
ぐ
パ
イ
デ
役
と
し
て
国

民
年
金
に
は
か
か
せ
な
い
人
た
ち
で

す
。　

こ
の
年
金
委
員
さ
ん
に
は
、
市
政

事
務
嘱
託
員
、
組
長
さ
ん
、
婦
人
会

の
役
員
な
ど
、
み
な
さ
ん
の
地
区
の

世
話
役
を
兼
ね
て
い
る
場
合
が
多
い

の
で
、
み
な
さ
ん
と
顔
な
じ
み
の
方

ば
か
り
で
す
。

　
ど
う
ぞ
、
国
民
年
金
に
つ
い
て
の

相
談
や
疑
問
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
気
軽
に
年
金
委
員
さ
ん
か
市
役
所

市
民
課
国
民
年
金
係
へ
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

移
動
年
金
相
談
所
開
設
希
望

の
部
落
は
早
め
に
ご
連
絡
を

　
市
で
は
、
国
民
年
金
委
員
さ
ん
に

よ
る
常
時
相
談
の
ほ
か
、
毎
月
十
五

日
を
窓
口
定
例
相
談
日
と
し
て
相
談

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ

ど
長
岡
社
会
保
険
事
務
所
、
市
農
業

6
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＆
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＆
・
ε
・
書
・
＆
．
書
．
書
．
＆
．
書
奮
6
．
書
．
書
姦
，

廃疾認定日が
　短縮されました

良かったですね

輪
助かった

廃疫認定日

隼
月

　
カ

一
六

＾
．
o
》

（
．

‘

警

1り

．ヲ

　国民年金の障害年金を受けるためには・

病気やけがで初めて医師や歯科医師の診

療を受けてから、決められた期間が必要

です。この期間経過後、はじめて障害年

金を受ける権利が得られるわけです。こ

の権利を取得する日を、廃疾認定日とい

い、今までは初診から3年の期間が必要

でした。

　しかし、8月1日から、障害年金の支

給を早めて生活の安定をはかってもらう

ため、廃疾認定日が、初診かρ）「1年6

ヵ月」経過後と変更されました。

　該当する人は、医師の診断書を添え、

早めに障害年金の請求をしてください。

　なお、障害年金を受けるもう一つの条

件は、初診日前1年間分の保険料を納付

している人に限るとしています。

委
員
会
共
催
で
昼
と
夜
間
を
利
用
し

た
移
動
年
金
相
談
所
を
各
地
で
開
設

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
が
お

集
り
い
た
だ
く
の
に
便
利
な
よ
う
に
、

こ
ち
ら
か
ら
部
落
ま
で
出
向
き
、
保

険
料
の
未
納
徴
収
と
年
金
相
談
に
応

じ
よ
う
と
計
画
し
た
も
の
で
す
。

　
み
な
さ
ん
の
地
域
で
、
移
動
年
金

相
談
所
開
設
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は

お
早
め
に
市
役
所
市
民
課
国
民
年
金

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

、
療
、
塞
禁
募
金

灘
鱗
撚
と
う
ぎ
ざ
い
ま
し
，
た

　
講
和
選
動
講
た
め
．
尊
い
浄
財

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
穏
蒙
し
た
。
今
年
は
す

で
に
、
離
年
葱
上
ま
わ
る
金
額
（
六

牽
陽
万
霞
千
円
）
に
な
り
濠
し
た
奄

　
原
予
爆
弾
の
惨
禰
を
こ
う
む
っ

て
か
ら
、
三
十
二
年
を
経
過
し
た

今
も
な
お
、
多
ぐ
の
被
爆
者
の
か

た
が
放
躯
能
の
後
遺
症
に
苦
し
み

不
安
な
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
様
方
か
ら
の
募
金
は
、
こ
れ

ら
の
苦
し
ん
で
お
ら
れ
る
方
々
の

た
め
に
、
広
島
、
長
崎
へ
寄
進
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
原
水
爆
禁
止
十
日
町
市
協
議
会

　
　
　
　
　
会
長
　
松
丼
愛
美
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秋
期
分
譲
住
宅
を
募
集

　
旭
ヶ
丘
団
地
は
、
国
鉄
魚
沼
中
条

駅
よ
り
東
側
の
高
台
に
位
置
し
、
信

濃
川
を
眼
下
に
し
た
閑
静
な
住
宅
地

で
す
。
新
潟
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、

つ
ぎ
の
と
お
り
秋
期
分
譲
住
宅
を
募

集
し
ま
す
。

＊
募
集
期
間

　
九
月
十
二
日
か
ら
九
月
二
十
四
目

ま
で
。

ヨ
ロ

腐
　
　
　
赤
倉
神
楽
が
、

日
開

㎝
公
て
か
ら
は
じ
め
て
・

』
9
0
勇
o
o
唾
o
o
o
垂
亘
o
垂
面
塾
o
o
o
唾
亘
典
o
唾
o
唾
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昨
年
十
一

　
　
　
　
月
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏
神
に

くきロロロロロロロロロロロロロロロロロ

ol毒雛刻ヒ財赤倉神楽を
奉
納
さ
れ
ま
す
。

＊
募
集
戸
数

　
積
立
分
譲
住
宅
（
五
十
三
年
十
一

且
引
渡
し
予
定
）
五
戸

＊
融
資
に
つ
い
て

　
分
譲
住
宅
の
購
入
に
は
、
住
宅
金

融
公
庫
融
資
と
公
社
補
足
立
替
制
度

の
融
資
が
利
用
で
き
ま
す
．

＊
抽
せ
ん
及
び
契
約
説
明
会

　
九
月
二
十
七
目
午
後
一
時
半
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
フ

　
　
　
今
回
は
、
昔
な
が
ら
の
よ
β

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

　
　
　
し
ず
張
り
し
た
古
風
な
掛
謀

　
　
舞
台
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
自

　
　
　
　
習
九
月
百
（
木
乙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
午
後
八
時
～
十
一
時
恩

　
場
所
　
赤
倉
十
二
社
境
内
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
β

　
送
迎
　
送
迎
バ
ス
（
無
料
占

利
用
者
は
午
後
七
時
ま
で
に
創

吉
町
市
民
会
館
前
に
集
合
　

の
こ
と
．
現
地
に
駐
車
場
あ
。

ー
。
　
　
　
　
　
　
　
創

i
　
　
　
　
　
　
　
　
層

　
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
。

市
教
育
委
員
会
（
奮
七
±
急

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

一
二
番
）
へ
お
問
い
あ
わ
。

せ
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
。

o
o
o
o
唾
唾
o
典
亟
o
o
唾
o
唾
典
o
喚
典
6
唾
o
唾
面
壺
器

市
役
所
三
階
小
会
議
室

　
分
譲
の
方
法
、
融
資
等
に
つ
い
て

詳
細
を
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、

市
役
所
開
発
課
ま
た
は
新
潟
県
住
宅

供
給
公
社
（
新
潟
市
白
山
浦
一
、
白

山
ビ
ル
内
　
B
新
潟
六
六
1
0
一
八

四
）
に
お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

下
水
道
現
地
調
査
に
伴
う

土
地
内
立
ち
入
り
の
お
願
い

　
市
下
水
道
課
で
は
、
こ
の
た
び
下

水
道
事
業
の
基
本
と
な
る
下
水
道
計

画
平
面
図
を
作
製
す
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
業
務
を
業
者
に
委
託
し
ま
し
た
．

　
こ
の
業
務
は
、
上
空
か
ら
地
上
の

家
屋
等
の
所
在
状
況
を
撮
影
し
、
さ

ら
に
現
地
調
査
を
実
施
し
て
図
面
を

完
成
さ
せ
る
も
の
で
す
．

　
つ
き
ま
し
て
は
、
つ
ぎ
の
期
間
中

調
査
の
た
め
皆
様
方
の
土
地
内
に
立

ち
入
り
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
，
期
間
　
八
月
下
旬
～
十
一
月
下
旬

ま
で
。

　
業
者
　
中
野
測
量
航
業
株
式
会
社

　
区
域
　
川
治
川
か
ら
田
川
ま
で
の

間
で
、
西
側
は
飯
山
線
か
ら
、
東
側

　
は
山
す
そ
ま
で
の
区
域
（
十
日
町
市

公
共
下
水
道
中
央
第
一
処
理
分
区
内
）

制
度
金
融
の
ご
利
用
を
！

　
八
月
か
ら
制
度
金
融
の
利
率
と
、
運
転
資
金
の
貸
付
限
度
額
が
引
き
下
げ

に
な
り
ま
し
た
の
で
ご
利
馬
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
先
　
市
商
工
課
・
十
目
町
商
工
会
議
所
。
水
沢
商
工
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
ッ
コ
内
は
撫
利
率
及
び
掴
貸
付
限
度
額
）

資
　
金
　
名

貸
付
限
度
額

貸
付
期
間

貸
付
利
率

取
扱
い

金
融
機
麗

中
小
企
業

振
興
資
金

運
転

資
金

三
百
万
門
以
内

（
二
百
万
円
以
内
〉

三
年
以
内

三
年
以
内
）

年
　
　
七
％

（
年
七
主
％
）

　
店

　
支

　
町

　
日

　
十
｝

設
備

資
金

五
蒼
万
円
以
内

五
年
以
内

．
、
弄
驕
静
藪

三
年
超
五
年
以
内

轟
桂
墾
％
）

行
行
禽

羅
騨

大
新
県

産
業
育
成
資
金

二
醤
五
牽
万
円
以
内

二
年
以
内

年
　
六
．
五
％

（
年
　
七
％
〉

　
お
気
づ
き
の
点
等
に
つ
い
て
は
、

市
役
所
下
水
道
課
（
奮
七
－
三
一
一

一
番
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市
民
オ
リ
エ
ン
テ
ー

リ
ン
グ
大
会
を
実
施

　
十
目
町
市
教
育
委
員
会
・
十
日
町

市
山
岳
協
会
・
十
目
町
市
体
育
指
導

委
員
会
で
は
、
市
民
か
ら
自
然
と
の
』

結
び
つ
き
の
中
で
体
力
を
鍛
え
て
も

ら
お
う
と
、
つ
ぎ
の
と
お
り
「
市
民

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会
」
を
実

施
し
ま
す
。

　
日
時
　
九
月
＋
一
日
（
日
）
午
前

九
時
ま
で
に
市
民
会
館
前
に
集
合

持
参
す
る
物
　
山
を
歩
け
る
服
装

で
、
雨
具
、
赤
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
持
参
．

　
参
加
資
格
　
市
内
在
住
者
で
年
令

は
問
わ
な
い
。

　
申
し
込
み
方
法
　
①
グ
ル
㌧
フ
（
三

人
以
上
五
人
以
下
）
　
②
個
人

　
ハ
ガ
キ
に
責
任
者
の
住
所
．
氏
名
．

年
令
・
電
話
番
号
と
会
員
の
住
所
．
氏

名
・
年
令
・
性
別
を
書
い
て
、
十
日

町
市
千
歳
町
三
丁
目
三
番
地
、
十
目

町
市
教
育
委
員
会
内
、
オ
リ
エ
ン
テ

ー
リ
ン
グ
大
会
事
務
局
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
締
め
切
り

は
九
月
九
目
（
金
）
必
着
と
な
っ
て

い
ま
す
。

3〉”III“1”II”1”II””Ill””七・おガ詐3♂サ」田6世』阪1”1”””ImlII””1””””“Illll”1”lll””””II”1““””””1”1””II”“昭和52年8月25日

　住み郷十目町分会では、過日市内6

地区で地区会を開催し、昭和51年度事

業経過報告並びに決算が承認され、昭

和52年度事業計画及び予算が決定され

入収

普通会費
　1，123，250円

　　81％
矯鮮．したOその主な内容をお知らせしま

1，386，320円

昭
和
五
十
－
年
度

　
普
通
会
費
…
…
市
内
全
世
帯
よ
り

一
世
帯
当
り
百
円
の
会
費
を
納
め
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
（
町
内
で
は
衛

生
組
合
費
と
い
う
）

　
雑
入
・
補
助
金
…
…
河
川
清
掃
委

託
料
、
寄
付
金
、
預
金
利
子
及
び
大

会
参
加
補
助
金

　
繰
越
金
…
…
昭
和
五
十
一
年
度
よ

り
の
繰
越
金

　
　
　
繰
越
金

　
　
　
　
三
十
六
万
三
十
七
円

蜻
筋

納
β
1

　
事
業
費
…
…
ご
み
処
理
費
、
焼
却

炉
の
購
入
、
そ
の
他
の
費
用
。

　
広
報
宣
伝
費
…
…
成
人
病
予
防
用

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
代
。

　
会
議
費
・
旅
費
－
…
役
員
会
議
費

及
び
全
国
環
境
衛
生
大
会
、
指
導
者

研
修
会
等
の
旅
費
。

　
支
部
納
入
金
…
…
住
み
郷
十
日
町

支
部
（
事
務
局
十
日
町
保
健
所
）
に

会
費
と
し
て
納
入
。

…
住
み
郷
十
日
町
分
会

　　　◇消費者協会十日町支部◇

期日＊9月4日（日）　午前10時～午後

　　　3時まで。

会場＊市勤労青少年ホーム1階運動場

品物の受付＊9月2日までの毎日午後

　　　1時～4時までに青少年ホームヘ

品物＊①新品…贈答用品（サトウ・カ

　　　ンズメ・タオル・セトモノなど）

　　　②中古品…電気製品・育児用品

　　　自転車・スキー用品・書籍など

　　　③その他…自分の家では使用し

　　　ないが、まだ十分使えるもの。

商工課内消費者協会事務局へ

　　　（87－3■■■番）

　　　　　　　　雑入・補助金19，909円1％

事業費1，・26，283円襯竺蜻
211340円　　　　　　　　　　　　’
　’　　　　　　　　　　　　　　　16％
　21％
　　　　磐　会議費・旅費　二
　　　　　且伝費　　　398，690円　　　　・

　　　250・000円　　39％　　1
　　　　　　24％　　　　　　　　　　　　　、

出支

は
市
、

細詳

L
P
ガ
ス

　
消
費
者
安
全
教
室
を
開
設

　
L
P
ガ
ス
に
よ
る
事
故
は
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
が
、
一
般
主
婦
な
ど

消
費
者
を
対
象
と
し
た
L
P
ガ
ス
の

知
識
と
保
安
管
理
に
つ
い
て
の
安
全

教
室
を
、
つ
ぎ
の
日
程
で
開
設
し
ま

す
。期

日
　
九
月
四
日
（
日
）
午
後
二
時

～
四
時
。

会
場
　
市
公
民
館
四
階
講
堂

内
容
　
事
故
防
止
に
つ
い
て
の
講
演

や
映
画
上
映
な
ど
。

高
等
訓
練
課
程
訓
練
生
を

　
　
　
　
　
　
　
1
募
集
－

　
県
立
魚
沼
専
修
職
業
訓
練
校
で
は

昭
和
五
十
三
年
度
よ
り
新
た
に
高
校

卒
業
者
を
対
象
と
し
た
訓
練
科
を
新

設
す
る
た
め
、
つ
ぎ
の
と
お
り
訓
練

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

科
名
・
定
員
　
電
気
施
設
科
二
＋
名

　
測
量
科
二
十
名

応
募
資
格
　
高
等
学
校
卒
業
者
（
五

　
十
三
年
三
月
卒
業
予
定
者
含
む
）

年
齢
　
お
お
む
ね
二
十
五
歳
未
満
の

　
者
。

願
書
締
切
り
　
昭
和
五
十
二
年
十
月

　
二
十
日
。

そ
の
他
　
寄
宿
舎
に
入
る
こ
と
が
で

　
き
ま
す
。

　
詳
細
は
、
県
立
魚
沼
専
修
職
業
訓

練
校
（
盈
　
〇
二
五
七
九
四
－
二
四

一
〇
番
）
　
へ
。



ー
略
Q
o
q
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秋
期
分
譲
住
宅
を
募
集

　
旭
ヶ
丘
団
地
は
、
国
鉄
魚
沼
中
条

駅
よ
り
東
側
の
高
台
に
位
置
し
、
信

濃
川
を
眼
下
に
し
た
閑
静
な
住
宅
地

で
す
。
新
潟
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、

つ
ぎ
の
と
お
り
秋
期
分
譲
住
宅
を
募

集
し
ま
す
。

＊
募
集
期
間

　
九
月
十
二
日
か
ら
九
月
二
十
四
目

ま
で
。

ヨ
ロ

腐
　
　
　
赤
倉
神
楽
が
、

日
開

㎝
公
て
か
ら
は
じ
め
て
・

』
9
0
勇
o
o
唾
o
o
o
垂
亘
o
垂
面
塾
o
o
o
唾
亘
典
o
唾
o
唾
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昨
年
十
一

　
　
　
　
月
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏
神
に

くきロロロロロロロロロロロロロロロロロ

ol毒雛刻ヒ財赤倉神楽を
奉
納
さ
れ
ま
す
。

＊
募
集
戸
数

　
積
立
分
譲
住
宅
（
五
十
三
年
十
一

且
引
渡
し
予
定
）
五
戸

＊
融
資
に
つ
い
て

　
分
譲
住
宅
の
購
入
に
は
、
住
宅
金

融
公
庫
融
資
と
公
社
補
足
立
替
制
度

の
融
資
が
利
用
で
き
ま
す
．

＊
抽
せ
ん
及
び
契
約
説
明
会

　
九
月
二
十
七
目
午
後
一
時
半
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
フ

　
　
　
今
回
は
、
昔
な
が
ら
の
よ
β

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

　
　
　
し
ず
張
り
し
た
古
風
な
掛
謀

　
　
舞
台
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
自

　
　
　
　
習
九
月
百
（
木
乙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
午
後
八
時
～
十
一
時
恩

　
場
所
　
赤
倉
十
二
社
境
内
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
β

　
送
迎
　
送
迎
バ
ス
（
無
料
占

利
用
者
は
午
後
七
時
ま
で
に
創

吉
町
市
民
会
館
前
に
集
合
　

の
こ
と
．
現
地
に
駐
車
場
あ
。

ー
。
　
　
　
　
　
　
　
創

i
　
　
　
　
　
　
　
　
層

　
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
。

市
教
育
委
員
会
（
奮
七
±
急

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

一
二
番
）
へ
お
問
い
あ
わ
。

せ
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
。

o
o
o
o
唾
唾
o
典
亟
o
o
唾
o
唾
典
o
喚
典
6
唾
o
唾
面
壺
器

市
役
所
三
階
小
会
議
室

　
分
譲
の
方
法
、
融
資
等
に
つ
い
て

詳
細
を
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、

市
役
所
開
発
課
ま
た
は
新
潟
県
住
宅

供
給
公
社
（
新
潟
市
白
山
浦
一
、
白

山
ビ
ル
内
　
B
新
潟
六
六
1
0
一
八

四
）
に
お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

下
水
道
現
地
調
査
に
伴
う

土
地
内
立
ち
入
り
の
お
願
い

　
市
下
水
道
課
で
は
、
こ
の
た
び
下

水
道
事
業
の
基
本
と
な
る
下
水
道
計

画
平
面
図
を
作
製
す
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
業
務
を
業
者
に
委
託
し
ま
し
た
．

　
こ
の
業
務
は
、
上
空
か
ら
地
上
の

家
屋
等
の
所
在
状
況
を
撮
影
し
、
さ

ら
に
現
地
調
査
を
実
施
し
て
図
面
を

完
成
さ
せ
る
も
の
で
す
．

　
つ
き
ま
し
て
は
、
つ
ぎ
の
期
間
中

調
査
の
た
め
皆
様
方
の
土
地
内
に
立

ち
入
り
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
，
期
間
　
八
月
下
旬
～
十
一
月
下
旬

ま
で
。

　
業
者
　
中
野
測
量
航
業
株
式
会
社

　
区
域
　
川
治
川
か
ら
田
川
ま
で
の

間
で
、
西
側
は
飯
山
線
か
ら
、
東
側

　
は
山
す
そ
ま
で
の
区
域
（
十
日
町
市

公
共
下
水
道
中
央
第
一
処
理
分
区
内
）

制
度
金
融
の
ご
利
用
を
！

　
八
月
か
ら
制
度
金
融
の
利
率
と
、
運
転
資
金
の
貸
付
限
度
額
が
引
き
下
げ

に
な
り
ま
し
た
の
で
ご
利
馬
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
先
　
市
商
工
課
・
十
目
町
商
工
会
議
所
。
水
沢
商
工
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
ッ
コ
内
は
撫
利
率
及
び
掴
貸
付
限
度
額
）

資
　
金
　
名

貸
付
限
度
額

貸
付
期
間

貸
付
利
率

取
扱
い

金
融
機
麗

中
小
企
業

振
興
資
金

運
転

資
金

三
百
万
門
以
内

（
二
百
万
円
以
内
〉

三
年
以
内

三
年
以
内
）

年
　
　
七
％

（
年
七
主
％
）

　
店

　
支

　
町

　
日

　
十
｝

設
備

資
金

五
蒼
万
円
以
内

五
年
以
内

．
、
弄
驕
静
藪

三
年
超
五
年
以
内

轟
桂
墾
％
）

行
行
禽

羅
騨

大
新
県

産
業
育
成
資
金

二
醤
五
牽
万
円
以
内

二
年
以
内

年
　
六
．
五
％

（
年
　
七
％
〉

　
お
気
づ
き
の
点
等
に
つ
い
て
は
、

市
役
所
下
水
道
課
（
奮
七
－
三
一
一

一
番
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市
民
オ
リ
エ
ン
テ
ー

リ
ン
グ
大
会
を
実
施

　
十
目
町
市
教
育
委
員
会
・
十
日
町

市
山
岳
協
会
・
十
目
町
市
体
育
指
導

委
員
会
で
は
、
市
民
か
ら
自
然
と
の
』

結
び
つ
き
の
中
で
体
力
を
鍛
え
て
も

ら
お
う
と
、
つ
ぎ
の
と
お
り
「
市
民

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会
」
を
実

施
し
ま
す
。

　
日
時
　
九
月
＋
一
日
（
日
）
午
前

九
時
ま
で
に
市
民
会
館
前
に
集
合

持
参
す
る
物
　
山
を
歩
け
る
服
装

で
、
雨
具
、
赤
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
持
参
．

　
参
加
資
格
　
市
内
在
住
者
で
年
令

は
問
わ
な
い
。

　
申
し
込
み
方
法
　
①
グ
ル
㌧
フ
（
三

人
以
上
五
人
以
下
）
　
②
個
人

　
ハ
ガ
キ
に
責
任
者
の
住
所
．
氏
名
．

年
令
・
電
話
番
号
と
会
員
の
住
所
．
氏

名
・
年
令
・
性
別
を
書
い
て
、
十
日

町
市
千
歳
町
三
丁
目
三
番
地
、
十
目

町
市
教
育
委
員
会
内
、
オ
リ
エ
ン
テ

ー
リ
ン
グ
大
会
事
務
局
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
締
め
切
り

は
九
月
九
目
（
金
）
必
着
と
な
っ
て

い
ま
す
。
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　住み郷十目町分会では、過日市内6

地区で地区会を開催し、昭和51年度事

業経過報告並びに決算が承認され、昭

和52年度事業計画及び予算が決定され

入収

普通会費
　1，123，250円

　　81％
矯鮮．したOその主な内容をお知らせしま

1，386，320円

昭
和
五
十
－
年
度

　
普
通
会
費
…
…
市
内
全
世
帯
よ
り

一
世
帯
当
り
百
円
の
会
費
を
納
め
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
（
町
内
で
は
衛

生
組
合
費
と
い
う
）

　
雑
入
・
補
助
金
…
…
河
川
清
掃
委

託
料
、
寄
付
金
、
預
金
利
子
及
び
大

会
参
加
補
助
金

　
繰
越
金
…
…
昭
和
五
十
一
年
度
よ

り
の
繰
越
金

　
　
　
繰
越
金

　
　
　
　
三
十
六
万
三
十
七
円

蜻
筋

納
β
1

　
事
業
費
…
…
ご
み
処
理
費
、
焼
却

炉
の
購
入
、
そ
の
他
の
費
用
。

　
広
報
宣
伝
費
…
…
成
人
病
予
防
用

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
代
。

　
会
議
費
・
旅
費
－
…
役
員
会
議
費

及
び
全
国
環
境
衛
生
大
会
、
指
導
者

研
修
会
等
の
旅
費
。

　
支
部
納
入
金
…
…
住
み
郷
十
日
町

支
部
（
事
務
局
十
日
町
保
健
所
）
に

会
費
と
し
て
納
入
。

…
住
み
郷
十
日
町
分
会

　　　◇消費者協会十日町支部◇

期日＊9月4日（日）　午前10時～午後

　　　3時まで。

会場＊市勤労青少年ホーム1階運動場

品物の受付＊9月2日までの毎日午後

　　　1時～4時までに青少年ホームヘ

品物＊①新品…贈答用品（サトウ・カ

　　　ンズメ・タオル・セトモノなど）

　　　②中古品…電気製品・育児用品

　　　自転車・スキー用品・書籍など

　　　③その他…自分の家では使用し

　　　ないが、まだ十分使えるもの。

商工課内消費者協会事務局へ

　　　（87－3■■■番）

　　　　　　　　雑入・補助金19，909円1％

事業費1，・26，283円襯竺蜻
211340円　　　　　　　　　　　　’
　’　　　　　　　　　　　　　　　16％
　21％
　　　　磐　会議費・旅費　二
　　　　　且伝費　　　398，690円　　　　・

　　　250・000円　　39％　　1
　　　　　　24％　　　　　　　　　　　　　、

出支

は
市
、

細詳

L
P
ガ
ス

　
消
費
者
安
全
教
室
を
開
設

　
L
P
ガ
ス
に
よ
る
事
故
は
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
が
、
一
般
主
婦
な
ど

消
費
者
を
対
象
と
し
た
L
P
ガ
ス
の

知
識
と
保
安
管
理
に
つ
い
て
の
安
全

教
室
を
、
つ
ぎ
の
日
程
で
開
設
し
ま

す
。期

日
　
九
月
四
日
（
日
）
午
後
二
時

～
四
時
。

会
場
　
市
公
民
館
四
階
講
堂

内
容
　
事
故
防
止
に
つ
い
て
の
講
演

や
映
画
上
映
な
ど
。

高
等
訓
練
課
程
訓
練
生
を

　
　
　
　
　
　
　
1
募
集
－

　
県
立
魚
沼
専
修
職
業
訓
練
校
で
は

昭
和
五
十
三
年
度
よ
り
新
た
に
高
校

卒
業
者
を
対
象
と
し
た
訓
練
科
を
新

設
す
る
た
め
、
つ
ぎ
の
と
お
り
訓
練

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

科
名
・
定
員
　
電
気
施
設
科
二
＋
名

　
測
量
科
二
十
名

応
募
資
格
　
高
等
学
校
卒
業
者
（
五

　
十
三
年
三
月
卒
業
予
定
者
含
む
）

年
齢
　
お
お
む
ね
二
十
五
歳
未
満
の

　
者
。

願
書
締
切
り
　
昭
和
五
十
二
年
十
月

　
二
十
日
。

そ
の
他
　
寄
宿
舎
に
入
る
こ
と
が
で

　
き
ま
す
。

　
詳
細
は
、
県
立
魚
沼
専
修
職
業
訓

練
校
（
盈
　
〇
二
五
七
九
四
－
二
四

一
〇
番
）
　
へ
。
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翻4論証浮を交〃乙ノず
　9月6日より、福祉年金の支払いが各郵便局ではじ
まります。

　つきましては、その前に年金証書をつぎの日程でお

渡ししますので、印鑑及び保管証を持参のうえ、忘れ

ずに指定場所でお受けとりください。（受けとり等につ

いては代理人の方でもよろしいです。）

　なお、今年度、年金の支給が停止になった方には、

その旨通知しましたのでご了承ください。

　また、福祉年金を受け取る期日が変わります。いま

まで年金受け取り期は、1月、5月、9月でしたが、

次回より、12月、4月、8月に変更されます。

日
　
　
時

年
金
証
書
交
付
場
所

年
金
証
書
を
受
取
り
後

福
祉
年
金
を
受
取
る
郵
便
局

9
月
6
日
（
火
）

午
前
9
時
ぢ

市
役
所
市
民
課

　
国
民
年
金
係

十
日
町
郵
便
局
・
十
日
町
本
町
簡

易
郵
便
局
・
十
日
町
高
田
郵
便
局

十
日
町
川
治
簡
易
郵
便
局

中
条
地
区
公
民
館

魚
沼
中
条
郵
便
局

下
条
出
張
所

下
条
郵
便
局

吉
田
出
張
所

魚
沼
吉
田
郵
便
局

六
箇
出
張
所

六
箇
郵
便
局

水
沢
出
張
所

土
市
郵
便
局
・
越
後
水
沢
郵
便
局

新
水
農
協
新
水
簡
易
郵
便
局

警
察
官
B
（
高
卒
）
を
募
集
！

　
明
春
四
月
採
用
の
新
潟
県
警
察
官

B
（
高
卒
程
度
）
の
採
用
試
験
が
つ

ぎ
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

採
用
予
定
人
員
　
約
五
十
人

受
付
期
間
　
九
月
二
十
四
日
ま
で

第
－
次
試
験
　
十
月
二
日
に
長
岡
市

で
実
施
。

第
二
次
試
験
　
十
一
月
下
旬

受
験
資
格
　
昭
和
二
十
五
年
四
月
二

日
か
ら
昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
男
子
。
高
校
卒
業
程

度
の
学
歴
を
有
す
る
者
（
卒
業
見
込

者
を
含
む
）
但
し
、
大
学
（
短
大
を

除
く
）
の
卒
業
者
は
受
験
で
き
ま
せ

ん
。

　
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
警
察
署
、

派
出
所
、
駐
在
所
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
警
察
署
）

市
展
ポ
ス
タ
ー
入
賞
者

　
き
た
る
十
月
八
、
九
、
十
日
に
開

催
さ
れ
る
第
十
回
十
日
町
市
美
術
展

の
ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
み

な
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　　　佳入〃　〃　〃
　　　作選

田
村
　
修
（
西
本
町
一
）

斉
木
哲
夫
（
南
鐙
坂
）

貝
谷
東
吾
（
中
条
旭
町
）

岡
田
征
六
（
中
条
中
町
）

樋
態
正
信
（
新
座
第
三
）

…
一
一
…
一
…
一
〇
一
…
一
一
一
…
一
一
…
一
…
一
一
一
一
…
一
…
一
一
…
一
一
…
＝
…
一
…
議
一
…
≡
…
噂
…
≡
＝
…
…
’
…
一
一
…
…
…
一
一
一
…
一
…
一
一
…
一
…
＝
…
≡
…
一
…
一
＝
…
－
＝
…
一
一
…
－
…
＝
…
聞
一
…
≡
…
一
…
一
…
≡
一
一
…
…
臼
…
…
一
一
…
一
一
…
一
一
一
＝
…
一
…
…
…
一
一
…
…
…
一
…
一
5
一
…
一
一
…
一
一
一
一
一
藷
一
…
－
一
…
一
…
－
…
9
一
…
一
…
…
…
一

心
身
障
害
者
の
雇
用
促
進
運

動
に
ち
な
ん
だ
標
語
を
募
集

　
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
協
会
で
は

例
年
九
月
を
月
間
と
し
て
実
施
し
て

い
る
心
身
障
害
者
雇
用
促
進
運
動
に

あ
た
り
、
つ
ぎ
の
と
お
り
「
心
身
障

害
者
の
雇
用
促
進
」
を
テ
ー
マ
と
す

る
標
語
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
要
領
　
官
製
葉
書
を
使
用
の

こ
と
。
作
品
に
は
、
氏
名
、
性
別
、

生
年
月
日
、
所
属
、
職
業
、
住
所
を

明
記
の
こ
と
。

　
締
切
日
　
昭
和
五
十
二
年
九
月
三

十
日

　
提
出
先
　
〒
一
〇
五
東
京
都
港
区

芝
琴
平
町
一
八
　
身
体
障
害
者
雇
用

促
進
協
会

“
新
潟
心
身
障
害
者

　
職
業
セ
ン
タ
ー
”
を
開
設

　
九
月
七
日
よ
り
新
潟
市
に
心
身
障

害
者
の
た
め
の
施
設
「
新
潟
心
身
障

害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
」
が
開
設
さ
れ

ま
す
。

　
こ
れ
は
、
心
身
障
害
者
に
対
し
て

就
職
の
た
め
の
相
談
、
職
業
に
関
す

る
能
力
判
定
等
の
業
務
を
行
う
セ
ン

タ
ー
で
す
。
心
身
障
害
者
の
方
を
は

じ
め
、
障
害
者
を
雇
用
さ
れ
る
事
業

所
、
福
祉
機
関
、
学
校
等
広
く
関
係

者
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
所
在
地
　
新
潟
市
大
山
町
二
丁
目

　
　
二
八
～
六
（
健
康
保
険
病
院
前
）

　
　
厚
生
大
臣
表
彰

近
藤
栄
太
郎
さ
ん
（
上
新
田
）

　
　
　
昭
和
二
十
三
年
以
来
民
生
委

　
　
　
員
と
し
て
活
躍
。

　
　
法
務
大
臣
表
彰

田
村
白
禅
さ
ん
（
昭
和
町
二
）

　
　
　
昭
和
十
四
年
以
来
保
護
司
と

　
　
　
し
て
更
生
保
護
事
業
に
活
躍
。

県
課
鮭
娠
の
聾
約
募
集
中
！

　
新
潟
県
統
計
協
会
で
は
、
県
民
の

皆
さ
ん
に
広
く
利
用
し
て
も
ら
お
う

と
、
一
九
七
八
年
版
の
手
帳
「
に
い

が
た
」
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
予
約
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、
市
役
所
商
工
課

ま
た
は
各
出
張
所
（
吉
田
・
水
沢
・

下
条
・
六
箇
）
宛
代
金
を
添
え
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
発
行
時
期
　
　
　
十
一
月
中
旬

　
領
布
価
格
　
　
　
一
冊
二
五
〇
円

　
申
し
込
み
期
間
　
九
月
十
日
ま
で

　
そ
の
他
　
見
本
は
各
出
張
所
に
置

い
て
あ
り
ま
す
。
不
明
な
点
は
市
役

所
商
工
課
（
8
七
1
三
二
一
番
）

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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秋季消防演習を実施
市消防団秋季消防演習は、つぎの日程により実

されます。当日は早朝からサイレン及び半鐘を

らしますのでお知らせします。

　
　
　
　
　
施
鳴

…
4
日
　
十
目
町
病
院
（
高
田
町
三
南
）
…

一
　
　
　
　
8
7
の
5
5
6
6
番
一

…
n
日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
東
）
　
｛

一
　
　
　
　
8
2
の
3
2
7
6
番
一

…
1
5
日
　
池
田
医
院
（
本
町
西
一
）
…

…
藝
の
日
）
　
8
2
の
2
5
8
1
番
…

…
1
8
日
　
山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）
　
…

一
　
　
　
　
8
2
の
2
1
7
4
番
い

一
2
3
日
　
富
田
医
院
（
神
明
町
）
　
皿

ス勢の日

）
　
台
2
の
3
2
6
9
番
皿

㎜
2
5
日
庭
野
医
院
（
神
明
町
）
㎜

…
　
　
　
　
台
2
の
2
7
1
1
番
…

地　区　名 日　　時 場　　　所

十日町・川治・十

日町山地 9月23日囲

（警・本・第1・ （秋分の日） 西　小　学　校

2・3・4・10 8：30～

分団）

中　　　　　条 8月28目（日）

飛渡第一小学校
（第5・6・7分団） 9：00～

六　　　　　箇 8月28日（日）

六箇小学校
（第8分団） 8二〇〇～

水　　　　　沢 8月28目（日）

太田島野球場
（第15・16・17分団） 8：30～

吉　　　　　田 9月4日（日）

吉田中学校
（第11・12分団） 8二30～

下　　　　　条 9月4日㈲ 下条

（第13・14分団） 8：30～ 総合グラウンド

献血車日程

と　き　9月2ユ日㊧／午前10時～午後3時

ところ　吉沢織物（株）昭和町工場

と　き　9月22日㊥／午前10時～午後3時

ところ睦織物（株）

明日といわず今献血しましょう

勤
労
鷺
少
年
承
ー

幽
の
体
館
8
が
変
『

璽
に
な
り
蒙
す
。

　
難
薄
鱒
欝
畿
穣
．
欝
勤
労
鷺
少

年
毒
藍
義
鰺
捧
館
段
羨
変
葵
に
な

簸
叢
ず
の
絨
碑
繁
お
知
ら
せ
し
ま
す
ゆ

勲
鱗
難
覆
】
母
礁
欝
．
国
幾
の
祝

醸
、
隼
素
離
始

　
楼
灘
金
曜
鋒
ぽ
華
常
ど
お
鱗
ギ

後
一
時
か
鶴
肇
後
幾
時
糞
で
、
圭

曜
欝
ぽ
肇
繭
黍
磯
か
愚
午
後
玉
時

裳
で
翻
館
患
て
い
叢
ず
の
で
ご
難
燭

騰
く
だ
き
い
。

里
親
制
度
を

　
　
　
ご
存
知
で
す
か

　
里
親
と
は

　
児
童
を
一
時
的
ま
た
は
継
続
的
に

自
己
の
家
庭
内
に
預
り
養
育
す
る
こ

と
を
希
望
し
て
、
里
親
登
録
簿
に
登

録
し
て
い
る
人
を
里
親
と
い
い
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
現
在
児
童
を
預
っ
て

い
な
く
て
も
、
里
親
登
録
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
れ
ば
里
親
に
な
り
ま
す
。

　
里
親
登
録
申
し
込
み
の
条
件

①
児
童
の
育
成
に
興
味
を
持
ち
、
児

童
自
身
の
た
め
に
養
育
し
よ
う
と
す

る
も
の
’
、
曳
あ
る
こ
と
。

②
健
全
な
常
識
が
あ
る
こ
と
。

③
本
人
及
び
そ
の
家
族
に
遺
伝
性
疾

患
伝
染
性
疾
患
が
な
い
こ
と
。

④
相
当
の
資
産
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

⑤
居
住
地
の
環
境
が
良
好
で
あ
る
こ

レ
｝
o

　
な
お
、
里
親
制
度
、
里
親
登
録
に

つ
い
て
の
お
問
い
あ
わ
せ
は
、
市
社

会
福
祉
事
務
所
（
8
七
±
三
一
一
）

ま
’
“
・
。

ヤ
ネ
ネ
ネ
き

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

素
ー
⊥
斎
丁
⊥
米
ー
垂

れ
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
は
じ

め
よ
う
と
思
う
人
、
す
で
に
活
動
し

て
い
る
人
に
集
っ
て
も
ら
い
、
市
街

地
を
車
椅
子
に
乗
っ
た
り
、
目
隠
し

で
歩
い
た
り
し
て
、
自
分
の
住
ん
で

い
る
ま
ち
が
、
住
み
よ
く
、
使
い
や

す
い
ま
ち
か
ど
う
か
体
験
し
て
も
ら

お
う
と
、
つ
ぎ
の
日
程
で
研
究
会
を

開
き
ま
す
。

　
期
日
　
九
月
十
八
目
㈲
　
受
付
午

前
九
時
ま
で
。

　
集
合
場
所
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

　
持
参
す
る
物
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
で

き
る
服
装
で
帽
子
と
筆
記
用
具
。

　
参
加
申
し
込
み
　
十
目
町
手
話
サ

ー
ク
ル
（
奮
七
－
三
四
三
三
）
十
日

町
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
奮
七
±
二

一
一
一
）
当
目
参
加
で
も
よ
ろ
し
い

で
す
が
、
準
備
の
都
合
上
で
き
る
だ

け
事
前
に
お
願
い
し
ま
す
。

停

の

口

せ

研
究
会
を
開
催

十
日
町
手
話
サ
ー
ク
ル
で
は
、
二

▽
九
月
七
日
（
水
）
午
前
八
時
半
～

十
二
時
ま
で
、
高
島
の
一
部
・
南
鐙

坂
・
北
鐙
坂
の
一
部
、
午
後
一
時
半

～
四
時
半
ま
で
、
高
島
の
一
部
、

▽
九
月
九
日
（
金
）
午
前
八
時
～
＋

一
時
半
ま
で
、
下
山
・
新
光
寺
．
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翻4論証浮を交〃乙ノず
　9月6日より、福祉年金の支払いが各郵便局ではじ
まります。

　つきましては、その前に年金証書をつぎの日程でお

渡ししますので、印鑑及び保管証を持参のうえ、忘れ

ずに指定場所でお受けとりください。（受けとり等につ

いては代理人の方でもよろしいです。）

　なお、今年度、年金の支給が停止になった方には、

その旨通知しましたのでご了承ください。

　また、福祉年金を受け取る期日が変わります。いま

まで年金受け取り期は、1月、5月、9月でしたが、

次回より、12月、4月、8月に変更されます。

日
　
　
時

年
金
証
書
交
付
場
所

年
金
証
書
を
受
取
り
後

福
祉
年
金
を
受
取
る
郵
便
局

9
月
6
日
（
火
）

午
前
9
時
ぢ

市
役
所
市
民
課

　
国
民
年
金
係

十
日
町
郵
便
局
・
十
日
町
本
町
簡

易
郵
便
局
・
十
日
町
高
田
郵
便
局

十
日
町
川
治
簡
易
郵
便
局

中
条
地
区
公
民
館

魚
沼
中
条
郵
便
局

下
条
出
張
所

下
条
郵
便
局

吉
田
出
張
所

魚
沼
吉
田
郵
便
局

六
箇
出
張
所

六
箇
郵
便
局

水
沢
出
張
所

土
市
郵
便
局
・
越
後
水
沢
郵
便
局

新
水
農
協
新
水
簡
易
郵
便
局

警
察
官
B
（
高
卒
）
を
募
集
！

　
明
春
四
月
採
用
の
新
潟
県
警
察
官

B
（
高
卒
程
度
）
の
採
用
試
験
が
つ

ぎ
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

採
用
予
定
人
員
　
約
五
十
人

受
付
期
間
　
九
月
二
十
四
日
ま
で

第
－
次
試
験
　
十
月
二
日
に
長
岡
市

で
実
施
。

第
二
次
試
験
　
十
一
月
下
旬

受
験
資
格
　
昭
和
二
十
五
年
四
月
二

日
か
ら
昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
男
子
。
高
校
卒
業
程

度
の
学
歴
を
有
す
る
者
（
卒
業
見
込

者
を
含
む
）
但
し
、
大
学
（
短
大
を

除
く
）
の
卒
業
者
は
受
験
で
き
ま
せ

ん
。

　
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
警
察
署
、

派
出
所
、
駐
在
所
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
警
察
署
）

市
展
ポ
ス
タ
ー
入
賞
者

　
き
た
る
十
月
八
、
九
、
十
日
に
開

催
さ
れ
る
第
十
回
十
日
町
市
美
術
展

の
ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
み

な
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　　　佳入〃　〃　〃
　　　作選

田
村
　
修
（
西
本
町
一
）

斉
木
哲
夫
（
南
鐙
坂
）

貝
谷
東
吾
（
中
条
旭
町
）

岡
田
征
六
（
中
条
中
町
）

樋
態
正
信
（
新
座
第
三
）

…
一
一
…
一
…
一
〇
一
…
一
一
一
…
一
一
…
一
…
一
一
一
一
…
一
…
一
一
…
一
一
…
＝
…
一
…
議
一
…
≡
…
噂
…
≡
＝
…
…
’
…
一
一
…
…
…
一
一
一
…
一
…
一
一
…
一
…
＝
…
≡
…
一
…
一
＝
…
－
＝
…
一
一
…
－
…
＝
…
聞
一
…
≡
…
一
…
一
…
≡
一
一
…
…
臼
…
…
一
一
…
一
一
…
一
一
一
＝
…
一
…
…
…
一
一
…
…
…
一
…
一
5
一
…
一
一
…
一
一
一
一
一
藷
一
…
－
一
…
一
…
－
…
9
一
…
一
…
…
…
一

心
身
障
害
者
の
雇
用
促
進
運

動
に
ち
な
ん
だ
標
語
を
募
集

　
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
協
会
で
は

例
年
九
月
を
月
間
と
し
て
実
施
し
て

い
る
心
身
障
害
者
雇
用
促
進
運
動
に

あ
た
り
、
つ
ぎ
の
と
お
り
「
心
身
障

害
者
の
雇
用
促
進
」
を
テ
ー
マ
と
す

る
標
語
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
要
領
　
官
製
葉
書
を
使
用
の

こ
と
。
作
品
に
は
、
氏
名
、
性
別
、

生
年
月
日
、
所
属
、
職
業
、
住
所
を

明
記
の
こ
と
。

　
締
切
日
　
昭
和
五
十
二
年
九
月
三

十
日

　
提
出
先
　
〒
一
〇
五
東
京
都
港
区

芝
琴
平
町
一
八
　
身
体
障
害
者
雇
用

促
進
協
会

“
新
潟
心
身
障
害
者

　
職
業
セ
ン
タ
ー
”
を
開
設

　
九
月
七
日
よ
り
新
潟
市
に
心
身
障

害
者
の
た
め
の
施
設
「
新
潟
心
身
障

害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
」
が
開
設
さ
れ

ま
す
。

　
こ
れ
は
、
心
身
障
害
者
に
対
し
て

就
職
の
た
め
の
相
談
、
職
業
に
関
す

る
能
力
判
定
等
の
業
務
を
行
う
セ
ン

タ
ー
で
す
。
心
身
障
害
者
の
方
を
は

じ
め
、
障
害
者
を
雇
用
さ
れ
る
事
業

所
、
福
祉
機
関
、
学
校
等
広
く
関
係

者
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
所
在
地
　
新
潟
市
大
山
町
二
丁
目

　
　
二
八
～
六
（
健
康
保
険
病
院
前
）

　
　
厚
生
大
臣
表
彰

近
藤
栄
太
郎
さ
ん
（
上
新
田
）

　
　
　
昭
和
二
十
三
年
以
来
民
生
委

　
　
　
員
と
し
て
活
躍
。

　
　
法
務
大
臣
表
彰

田
村
白
禅
さ
ん
（
昭
和
町
二
）

　
　
　
昭
和
十
四
年
以
来
保
護
司
と

　
　
　
し
て
更
生
保
護
事
業
に
活
躍
。

県
課
鮭
娠
の
聾
約
募
集
中
！

　
新
潟
県
統
計
協
会
で
は
、
県
民
の

皆
さ
ん
に
広
く
利
用
し
て
も
ら
お
う

と
、
一
九
七
八
年
版
の
手
帳
「
に
い

が
た
」
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
予
約
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、
市
役
所
商
工
課

ま
た
は
各
出
張
所
（
吉
田
・
水
沢
・

下
条
・
六
箇
）
宛
代
金
を
添
え
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
発
行
時
期
　
　
　
十
一
月
中
旬

　
領
布
価
格
　
　
　
一
冊
二
五
〇
円

　
申
し
込
み
期
間
　
九
月
十
日
ま
で

　
そ
の
他
　
見
本
は
各
出
張
所
に
置

い
て
あ
り
ま
す
。
不
明
な
点
は
市
役

所
商
工
課
（
8
七
1
三
二
一
番
）

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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秋季消防演習を実施
市消防団秋季消防演習は、つぎの日程により実

されます。当日は早朝からサイレン及び半鐘を

らしますのでお知らせします。

　
　
　
　
　
施
鳴

…
4
日
　
十
目
町
病
院
（
高
田
町
三
南
）
…

一
　
　
　
　
8
7
の
5
5
6
6
番
一

…
n
日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
東
）
　
｛

一
　
　
　
　
8
2
の
3
2
7
6
番
一

…
1
5
日
　
池
田
医
院
（
本
町
西
一
）
…

…
藝
の
日
）
　
8
2
の
2
5
8
1
番
…

…
1
8
日
　
山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）
　
…

一
　
　
　
　
8
2
の
2
1
7
4
番
い

一
2
3
日
　
富
田
医
院
（
神
明
町
）
　
皿

ス勢の日

）
　
台
2
の
3
2
6
9
番
皿

㎜
2
5
日
庭
野
医
院
（
神
明
町
）
㎜

…
　
　
　
　
台
2
の
2
7
1
1
番
…

地　区　名 日　　時 場　　　所

十日町・川治・十

日町山地 9月23日囲

（警・本・第1・ （秋分の日） 西　小　学　校

2・3・4・10 8：30～

分団）

中　　　　　条 8月28目（日）

飛渡第一小学校
（第5・6・7分団） 9：00～

六　　　　　箇 8月28日（日）

六箇小学校
（第8分団） 8二〇〇～

水　　　　　沢 8月28目（日）

太田島野球場
（第15・16・17分団） 8：30～

吉　　　　　田 9月4日（日）

吉田中学校
（第11・12分団） 8二30～

下　　　　　条 9月4日㈲ 下条

（第13・14分団） 8：30～ 総合グラウンド

献血車日程

と　き　9月2ユ日㊧／午前10時～午後3時

ところ　吉沢織物（株）昭和町工場

と　き　9月22日㊥／午前10時～午後3時

ところ睦織物（株）

明日といわず今献血しましょう

勤
労
鷺
少
年
承
ー

幽
の
体
館
8
が
変
『

璽
に
な
り
蒙
す
。

　
難
薄
鱒
欝
畿
穣
．
欝
勤
労
鷺
少

年
毒
藍
義
鰺
捧
館
段
羨
変
葵
に
な

簸
叢
ず
の
絨
碑
繁
お
知
ら
せ
し
ま
す
ゆ

勲
鱗
難
覆
】
母
礁
欝
．
国
幾
の
祝

醸
、
隼
素
離
始

　
楼
灘
金
曜
鋒
ぽ
華
常
ど
お
鱗
ギ

後
一
時
か
鶴
肇
後
幾
時
糞
で
、
圭

曜
欝
ぽ
肇
繭
黍
磯
か
愚
午
後
玉
時

裳
で
翻
館
患
て
い
叢
ず
の
で
ご
難
燭

騰
く
だ
き
い
。

里
親
制
度
を

　
　
　
ご
存
知
で
す
か

　
里
親
と
は

　
児
童
を
一
時
的
ま
た
は
継
続
的
に

自
己
の
家
庭
内
に
預
り
養
育
す
る
こ

と
を
希
望
し
て
、
里
親
登
録
簿
に
登

録
し
て
い
る
人
を
里
親
と
い
い
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
現
在
児
童
を
預
っ
て

い
な
く
て
も
、
里
親
登
録
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
れ
ば
里
親
に
な
り
ま
す
。

　
里
親
登
録
申
し
込
み
の
条
件

①
児
童
の
育
成
に
興
味
を
持
ち
、
児

童
自
身
の
た
め
に
養
育
し
よ
う
と
す

る
も
の
’
、
曳
あ
る
こ
と
。

②
健
全
な
常
識
が
あ
る
こ
と
。

③
本
人
及
び
そ
の
家
族
に
遺
伝
性
疾

患
伝
染
性
疾
患
が
な
い
こ
と
。

④
相
当
の
資
産
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

⑤
居
住
地
の
環
境
が
良
好
で
あ
る
こ

レ
｝
o

　
な
お
、
里
親
制
度
、
里
親
登
録
に

つ
い
て
の
お
問
い
あ
わ
せ
は
、
市
社

会
福
祉
事
務
所
（
8
七
±
三
一
一
）

ま
’
“
・
。

ヤ
ネ
ネ
ネ
き

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

素
ー
⊥
斎
丁
⊥
米
ー
垂

れ
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
は
じ

め
よ
う
と
思
う
人
、
す
で
に
活
動
し

て
い
る
人
に
集
っ
て
も
ら
い
、
市
街

地
を
車
椅
子
に
乗
っ
た
り
、
目
隠
し

で
歩
い
た
り
し
て
、
自
分
の
住
ん
で

い
る
ま
ち
が
、
住
み
よ
く
、
使
い
や

す
い
ま
ち
か
ど
う
か
体
験
し
て
も
ら

お
う
と
、
つ
ぎ
の
日
程
で
研
究
会
を

開
き
ま
す
。

　
期
日
　
九
月
十
八
目
㈲
　
受
付
午

前
九
時
ま
で
。

　
集
合
場
所
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

　
持
参
す
る
物
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
で

き
る
服
装
で
帽
子
と
筆
記
用
具
。

　
参
加
申
し
込
み
　
十
目
町
手
話
サ

ー
ク
ル
（
奮
七
－
三
四
三
三
）
十
日

町
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
奮
七
±
二

一
一
一
）
当
目
参
加
で
も
よ
ろ
し
い

で
す
が
、
準
備
の
都
合
上
で
き
る
だ

け
事
前
に
お
願
い
し
ま
す
。

停

の

口

せ

研
究
会
を
開
催

十
日
町
手
話
サ
ー
ク
ル
で
は
、
二

▽
九
月
七
日
（
水
）
午
前
八
時
半
～

十
二
時
ま
で
、
高
島
の
一
部
・
南
鐙

坂
・
北
鐙
坂
の
一
部
、
午
後
一
時
半

～
四
時
半
ま
で
、
高
島
の
一
部
、

▽
九
月
九
日
（
金
）
午
前
八
時
～
＋

一
時
半
ま
で
、
下
山
・
新
光
寺
．
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三
種
混
合
予
防
接
種
を
実
施

　
昭
和
五
十
二
年
の
百
日
咳
、
ジ
フ
　
　
接
種
自
の
変
更
に
つ
い
て

テ
リ
ア
、
破
傷
風
三
種
混
合
予
防
接
　
　
　
八
月
十
日
発
行
の
市
報
で
、
接
種

種
を
左
表
の
日
程
に
よ
り
実
施
し
ま
　
　
日
を
九
月
一
日
・
二
日
・
五
日
と
お

す
。　

　
　
該
当
者

す
い
子
、

認
め
た
者
。

　
米
前
日
は
入
浴
を
さ
せ
、
当
日
は

清
潔
な
肌
着
を
着
せ
ま
し
ょ
う
。

　
体
温
測
定
、
母
子
健
康
手
帳
、
印

　
か
ん
を
忘
れ
ず
に
。

一
期
（
三
回
接
種
）
昭
和
四

　
十
九
年
十
月
一
日
～
五
十

　
年
九
月
三
十
日
ま
で
に
生

　
ま
れ
た
者
、
及
び
昨
年
一

　
期
の
未
実
施
者
と
一
回
し

　
か
接
種
で
き
な
か
っ
た
者

二
期
（
一
回
接
種
）
昭
和
四

　
十
九
年
六
月
一
日
～
九
月

　
三
十
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

　
者
、
及
び
昨
年
二
期
の
未

　
実
施
者
と
一
期
で
二
回
接

　
種
を
終
っ
た
者
。

　
受
け
て
は
い
け
な
い
子

　
有
熱
者
、
病
後
衰
弱
者
、

慢
性
病
の
あ
る
者
、
、
ひ
き
つ

け
、
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
ゃ

　
そ
の
他
医
師
が
不
適
当
と

知
ら
せ
し
た
地
区
に
つ
い
て
は
、
左

表
の
と
お
り
接
種
日
が
変
更
に
な
り

ま
し
た
。

地
　
区
　
名

月
　
　
　
日

受
　
付
　
時
　
間

接
種
会
場

該
当
者

十
日
町
全
区

新
座
・
大
井
田

9
月
7
日

　
（
水
）

午
後
1
時
半
～
2
時
半

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

目回1期
期

1
　
　
2

中
条
飛
渡

午
後
1
時
半
～
2
時

中
条
地
区
公
民
館

水
沢
地
区

9
月
8
日

（
木
）

午
後
1
時
半
～
2
時

水
沢
出
張
所

川
治
・
八
箇

六
箇
全
区

午
後
1
時
半
～
2
時
半

川
治
地
区
公
民
館

下
条
全
区

9
月
9
日

（
金
）

午
後
1
時
半
～
2
時

下
条
出
張
所

吉
田
全
区

午
後
1
時
半
～
2
時

吉
田
出
張
所

十
日
町
全
区

新
座
・
大
井
田

9
月
2
8
日

　
（
水
）

午
後
1
．
時
半
～
2
時
半

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

目回2期1

中
条
飛
渡

午
後
1
時
半
～
2
時

中
条
地
区
公
民
館

水
沢
全
区

9
月
2
9
日

（
木
）

午
後
1
時
半
～
2
時

水
沢
出
張
所

川
治
・
八
箇

六
箇
全
区

午
後
1
時
半
～
2
時
半

川
治
地
区
公
民
館

下
条
全
区

9
月
3
0
日

　
（
金
）

午
後
1
時
半
～
2
時

下
条
出
張
所

吉
田
全
区

午
後
1
時
半
～
2
時

吉
田
出
張
所

事
業
名

期
日

受
付
時
間

会
場

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
　
　
考

3
才
児

　
検
　
診

9
月

6
日

㈹

午
後
1
時

～
2
時
半

勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム

49

年
3
月

生
れ
の
者

全
　
域

3
才
6
ヵ
月
児
を
対

象
。
個
人
通
知
が
な

く
と
も
該
当
月
の
方

は
お
い
で
く
だ
さ
い

育
児
学
級

並
び
に
四

力
丹
児
検

診

9
月

21
日

困

午
後
1
時

～
1
時
半

公
民
館

本
　
　
館

52

年
5
月

生
れ
の
者

全
　
域

育
児
学
級

身
体
測
定

内
科
検
診

乳
食
実

習
並
び
に

児
相
談

9
月

12
日

㈲

午
後1

時
半

～
2
時

下
　
　
条

出
張
所

生
後
1
2
カ

月
ま
で
の

も
の

下
条
地
区

身
体
測
定
後
離
乳
食

の
実
習
を
し
ま
す
。

9
月

13
日

㈹

中
条
地
区

公
民
館

中
条
地
区

9
月

22
日

困

吉
　
　
田

出
張
所

吉
田
地
区

9
月

22
日

㈱

午
前
9
時

　
～
1
0
時

水
　
　
沢

出
張
所

水
沢
地
区

児
相
談

9
月

27
日

㈹

午
後

1
時
半

　
～
2
時

公
民
館

本
　
　
館

51

年
9
月

～
n
月
生

れ
の
も
の

十
日
町
・

川
治
。
六

箇
・
大
井

田
・
新
座

地
区

身
体
測
定
・
保
育
に

つ
い
て
の
相
談

（
十
日
町
の
離
乳
食

　
実
習
は
十
月
実
施

　
し
ま
す
）
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：
と
し
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

　
こ
と
し
も
、
十
月
一
日
か
ら
年
末

ま
で
の
三
ヵ
月
間
、
民
間
の
自
主
的

運
動
と
し
て
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金

運
動
が
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
体
の
不
自
由
の
人

や
独
り
暮
ら
し
の
老
人
な
ど
恵
ま
れ

な
い
人
達
に
お
も
い
や
り
を
お
届
け

す
る
“
た
す
け
あ
い
”
の
心
で
す
。

　
経
済
不
況
下
の
折
、
恐
縮
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
長
い
病
床
生
活
者
、
ね

た
き
り
老
人
、
重
度
心
身
障
害
者
等

に
愛
情
あ
る
応
分
の
寄
付
を
い
た
だ

き
た
く
特
段
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
な
お
、
昨
年
は
目
標
額
を
上
回
る

五
百
六
十
六
万
円
余
り
の
善
意
の
募

－
○

　膨躍
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第11回市民スボーツ大会

　　十日町市・十日町市教育委員会
主懲＋日肺体育協会

期日・10月10日（体育の日）

■庭球欝ll灘公園コート

■卓球謂融学校体育館

■排球謂撚学校体育館

■野球鵬鷹鷺市営グラウンド

■籠球綱聯高校体育館

■黙翻欝グラウンド

金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
つ
ぎ
の

と
お
り
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
紙
上
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
昭
和
五
十
一
年
度
募
金
の
使
い
み
ち

　
■
被
（
要
）
保
護
世
帯
、
長
期
入
院

患
者
、
施
設
入
所
者
等
の
歳
末
慰
問

等
に
…
百
五
十
四
万
円
　
ロ
ヘ
き
地

保
育
所
に
…
五
十
九
万
六
千
円
　
■

児
童
遊
園
地
、
季
節
保
育
所
に
－
・
百

三
万
二
千
六
百
円
　
■
県
内
民
間
福

祉
施
設
に
…
九
十
万
三
千
円
　
■
老

人
ク
ラ
ブ
に
…
四
十
三
万
五
千
七
百

一
円
　
■
敬
老
事
業
に
…
三
十
五
万

八
千
四
百
円
　
■
身
体
障
害
者
福
祉

事
業
に
…
二
十
九
万
千
八
百
五
十
円

■
身
体
障
害
者
団
体
連
絡
協
議
会
に

…
二
十
三
万
円
　
■
母
子
福
祉
会
に

…
五
万
円
　
■
寝
具
乾
燥
に
…
二
十

二
万
二
千
四
百
五
十
円

児
童
手
当
受
給
者
の

　
　
　
　
　
　
み
な
さ
ん
ヘ
ー

　
十
月
期
（
六
月
分
～
九
月
分
）
の

児
童
手
当
が
、
十
月
八
日
に
み
な
さ

ん
の
指
定
さ
れ
た
金
融
機
関
の
口
座

に
振
り
込
み
に
な
り
ま
す
。

支
給
額
は
、
十
八
歳
未
満
の
児
童

三
人
以
上
の
う
ち
、
出
生
順
に
数
え

て
三
人
目
以
降
で
あ
る
義
務
教
育
終

了
前
の
児
童
一
人
に
つ
き
、
月
額
五

千
円
で
す
。

　
家
庭
児
童
相
談
室
の

　
ご
利
用
を

　
み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
で
、
子
供
さ

ん
に
つ
い
て
夜
尿
や
し
つ
け
、
登
校

拒
否
な
ど
で
困
っ
て
い
る
方
、
悩
ん

で
い
る
方
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

　
市
役
所
福
祉
事
務
所
に
は
、
家
庭

児
童
相
談
室
が
あ
り
ま
す
。
心
配
ご

と
を
お
持
ぢ
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
は
午
前

九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
で
す
。

中
小
企
業
設
備
近
代
化
資

金
等
を
募
集

　
新
潟
県
で
は
、
つ
ぎ
の
設
備
資
金

に
つ
い
て
第
二
次
募
集
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

資
金
名
　
中
小
企
業
設
備
近
代
化
資

金
、
中
小
企
業
設
備
合
理
化
資
金
、

中
小
商
業
近
代
化
資
金

申
請
期
限
　
昭
和
五
十
二
年
十
月
二

十
日
ま
で
（
受
付
期
間
中
で
あ
っ
て

も
申
請
の
状
況
に
よ
っ
て
受
付
け
を

締
切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
）

問
合
せ
先
　
県
商
工
労
働
部
商
工
企

画
課
、
市
商
工
課
、
商
工
会
議
所


